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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの電話番号に関する情報を管理する電話番号管理装置であって、
　着信相手の仮番号通知要求を発信者の電話端末から受け付けた場合に、前記着信相手の
仮の電話番号である仮番号を生成し、生成した仮番号を前記発信者の電話端末に通知する
仮番号生成手段と、
　ユーザの正規の電話番号である正規番号と前記仮番号とを関連付けて記憶する記憶手段
と、
　発信者の電話端末から着信相手となるユーザの仮番号と該仮番号発信者の正規番号とを
取得した場合に、取得した仮番号に対応する正規番号を前記記憶手段から検索すると共に
、検索した正規番号に対応する着信相手と、発信者との通話を確立する通話確立手段と、
　を備えたことを特徴とする電話番号管理装置。
【請求項２】
　前記仮番号生成手段は、発信者に対する仮番号を生成し、該発信者の仮番号によるリダ
イアルを認めるか否かを設定することを特徴とする請求項１に記載の電話番号管理装置。
【請求項３】
　前記仮番号生成手段は、前記仮番号に有効期限を設定することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の電話番号管理装置。
【請求項４】
　前記記憶手段は、前記正規番号と前記仮番号とは別に、発信者を識別する発信者識別情
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報および発信した日時の情報である発信日時情報と、着信者を識別する着信者識別情報お
よび着信した日時の情報である着信日時情報とを履歴情報として更に記憶することを特徴
とする請求項１、２または３に記載の電話番号管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ユーザの電話番号に関する情報を管理する電話番号管理装置に関し、特に
電話番号等の個人情報の流出を防ぐと共に、効率よくかつ迅速に相手方と通話可能とする
電話番号管理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ユーザは、電話や携帯電話などの電話端末を利用して連絡先に電話をかける場合
には、連絡先の電話端末に対する電話番号をダイヤルし、相手と通話を行っている。また
、電話番号のダイヤルにかかる利便性を向上させるために、電話端末には、電話帳機能、
短縮ダイヤル機能、発信履歴機能、着信履歴機能など多くの機能が備わっている。
【０００３】
　しかしながら、電話端末には多くの機能・情報が備わっているため、この電話端末を紛
失した場合には個人情報が流出してしまい、悪意のある第三者によって、電話番号を不正
に利用されてしまうという問題があった。
【０００４】
　そこで、特許文献１では、電話番号の流出を防止するために、正規の電話番号に対応す
る仮の電話番号を一時的に生成し、生成した仮の電話番号を相手方に連絡することによっ
て、正規の電話番号を伝えることなく相手からの電話を着信可能とする技術が公開されて
いる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２６１９３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、かかる従来の技術では、仮の電話番号をわざわざ相手方に通知する必要
があるため、効率よく通話することができないという問題があった。
【０００７】
　さらに、この仮の電話番号は信頼性を向上させるために、所定時間経過後に無効となっ
てしまうため、相手方と通話を行うたびに仮の電話番号を相手方に通知する必要があり、
ユーザにかかる負担は多大なものとなっていた。
【０００８】
　すなわち、電話番号などの個人情報流出を防ぐと共に、効率よくかつ迅速に相手方と通
話することがきわめて重要な課題となっている。
【０００９】
　この発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたものであり、電
話番号などの個人情報流出を防ぐと共に、効率よくかつ迅速に相手方と通話可能な電話番
号管理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、請求項１の発明に係る電話番号管理装置
は、ユーザの電話番号に関する情報を管理する電話番号管理装置であって、着信相手の仮
番号通知要求を発信者の電話端末から受け付けた場合に、前記着信相手の仮の電話番号で
ある仮番号を生成し、生成した仮番号を前記発信者の電話端末に通知する仮番号生成手段
と、ユーザの正規の電話番号である正規番号と前記仮番号とを関連付けて記憶する記憶手
段と、発信者の電話端末から着信相手となるユーザの仮番号と該仮番号発信者の正規番号
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とを取得した場合に、取得した仮番号に対応する正規番号を前記記憶手段から検索すると
共に、検索した正規番号に対応する着信相手と、発信者との通話を確立する通話確立手段
と、を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　この請求項１の発明によれば、電話番号管理装置は、着信相手の仮番号通知要求を発信
者の電話端末から受け付けた場合に、前記着信相手の仮の電話番号である仮番号を生成し
、生成した仮番号を前記発信者の電話端末に通知し、ユーザの正規の電話番号である正規
番号と前記仮番号とを関連付けて記憶し、発信者の電話端末から着信相手の仮番号と該仮
番号発信者の正規番号を取得した場合に、取得した着信相手の仮番号に対応する正規番号
を検索すると共に、検索した正規番号に対応する着信相手と、発信者との通話を確立する
。
【００１４】
　また、請求項２の発明に係る電話番号管理装置は、請求項１の発明において、発信者に
対する仮番号を生成し、該発信者の仮番号によるリダイアルを認めるか否かを設定するこ
とを特徴とする。
【００１５】
　この請求項２の発明によれば、電話番号管理装置は、発信者に対する仮番号を生成し、
該発信者の仮番号によるリダイアルを認めるか否かを設定する。
【００１６】
　また、請求項３の発明に係る電話番号管理装置は、請求項１または２の発明において、
前記仮番号に有効期限を設定することを特徴とする。
【００１７】
　この請求項３の発明によれば、電話番号管理装置は、発信者または着信者の仮番号を生
成した場合に、生成した仮番号に有効期限を設定する。
【００１８】
　また、請求項４の発明に係る電話番号管理装置は、請求項１、２または３の発明におい
て、前記正規番号と前記仮番号とは別に、発信者を識別する発信者識別情報および発信し
た日時の情報である発信日時情報と、着信者を識別する着信者識別情報および着信した日
時の情報である着信日時情報とを履歴情報として更に記憶することを特徴とする。
【００１９】
　この請求項４の発明によれば、電話番号管理装置は、正規番号と仮番号とは別に、発信
者を識別する発信者識別情報および発信した日時の情報である発信日時情報と、着信者を
識別する着信者識別情報および着信した日時の情報である着信日時情報とを履歴情報とし
て更に記憶する。
【発明の効果】
【００２０】
　請求項１の発明によれば、電話番号管理装置は、着信相手の仮番号通知要求を発信者の
電話端末から受け付けた場合に、前記着信相手の仮の電話番号である仮番号を生成し、生
成した仮番号を前記発信者の電話端末に通知し、ユーザの正規の電話番号である正規番号
と前記仮番号とを関連付けて記憶し、発信者の電話端末から着信相手の仮番号と該仮番号
発信者の正規番号を取得した場合に、取得した着信相手の仮番号に対応する正規番号を検
索すると共に、検索した正規番号に対応する着信相手と、発信者との通話を確立するので
、電話番号の流出を防ぐことができると共に、迅速に発信者は着信相手と通話を行うこと
ができる。また、発信者は効率的に着信相手の仮番号を取得することができる。
【００２２】
　また、請求項４の発明によれば、電話番号管理装置は、発信者に対する仮番号を生成し
、該発信者の仮番号によるリダイアルを認めるか否かを設定するので、発信者は電話番号
に対する安全性を向上させることができる。
【００２３】
　また、請求項３の発明によれば、電話番号管理装置は、発信者または着信者の仮番号を
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生成した場合に、生成した仮番号に有効期限を設定するので、発信者は電話番号に対する
安全性を向上させることができる。
【００２４】
　また、請求項４の発明によれば、電話番号管理装置は、正規番号と仮番号とは別に、発
信者を識別する発信者識別情報および発信した日時の情報である発信日時情報と、着信者
を識別する着信者識別情報および着信した日時の情報である着信日時情報とを履歴情報と
して更に記憶するので、着信者は効率よく発信者と通話することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係る電話番号管理装置の好適な実施の形態を詳
細に説明する。
【実施例】
【００２６】
　まず、本実施例にかかる電話番号管理の概念について説明する。本実施例にかかる電話
番号管理サーバは、予め、ユーザを識別するための識別情報とユーザの正規の電話番号（
以下、正規番号）とを関連付けて記憶部に記憶し、発信者から着信相手に対する仮番号（
電話番号に対する仮の電話番号）要求を受付けた場合に、着信相手の仮番号を生成し、着
信相手の正規番号と仮番号とを関連付けると共に、発信者に仮番号を通知する。
【００２７】
　そして、電話番号管理サーバは、発信者から着信相手の仮番号と、発信者の正規番号と
を受付けた場合に、記憶部から着信相手の正規番号を検索し、検索した正規番号を交換機
などに通知することによって、発信者と着信者との通話を確立させる。
【００２８】
　このように、ユーザは、電話番号管理サーバを利用することによって、お互いの正規番
号を知らない場合であっても効率よく通信相手と通話をすることができる。また、お互い
に正規番号を通視することなく通話可能であるため、電話番号流出による第三者の不正利
用を防止することができる。
【００２９】
　次に、本実施例にかかる電話番号管理システムのシステム構成について説明する。図１
は、本実施例にかかる電話番号管理システムのシステム構成を示す図である。同図に示す
ように、この電話番号管理システムは、電話番号管理サーバ１００がサービス制御サーバ
６０およびＳＩＰサーバ７０にそれぞれ接続され、ＳＩＰ（Session  Initiation  Proto
col）サーバ７０がＩＰ（Internet　Protocol）網を介して基地局４０に接続されている
。
【００３０】
　また、サービス制御サーバ６０は交換機５０に接続され、交換機５０は交換網を介して
基地局３０と接続されている。そして、電話端末１０およびＩＰ電話端末２０は無線によ
って基地局３０および４０と通信を行う。
【００３１】
　電話端末１０は、携帯電話等のように電話網を介して着信相手と音声通話を行うための
装置であり、ＩＰ電話端末２０は、インターネット電話等のようにインターネットを利用
して着信相手と音声通話を行うための装置である。
【００３２】
　基地局３０は、電話端末１０から情報（発信者の正規番号、着信者の仮番号などが含ま
れる）を受信した場合には、受信した情報を、交換網を介して交換機５０に送信し、交換
網を介して交換機５０から電話端末１０に対する情報（着信者の仮番号などが含まれる）
を受信した場合には、受信した情報を電話端末１０に送信する装置である。
【００３３】
　基地局４０は、ＩＰ電話端末２０から情報（発信者の正規番号、着信者の仮番号などが
含まれる）を受信した場合には、受信した情報を、ＩＰ網を介してＳＩＰサーバ７０に送
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信し、ＩＰ網を介してＳＩＰサーバ７０からＩＰ電話端末２０に対する情報（着信者の仮
番号などが含まれる）を受信した場合には、受信した情報をＩＰ電話端末２０に送信する
装置である。
【００３４】
　交換機５０は、着信相手の番号問い合わせをサービス制御サーバ６０に対して行い、着
信側の交換機（図示しない）へ呼接続要求を行う装置である。具体的には、交換機５０は
、サービス制御サーバ６０にInitialDP（このInitialDPには、発信者の正規番号と着信相
手の仮番号などが含まれる）を送信し、サービス制御サーバ６０から着信相手の正規番号
および着信相手の在圏情報などを受信し、受信した情報を基にして、着信側の交換機へ着
信相手の電話端末に対する呼接続要求を行う。
【００３５】
　サービス制御サーバ６０は、交換機５０からInitialDPを受信した場合に、このInitial
DPに含まれる着信相手の仮番号に対する正規番号への変換要求を電話番号管理サーバ１０
０に行い、着信相手の正規番号を取得した場合には、取得した着信相手の正規番号と発信
者の正規番号とを交換機５０に送信する装置である。
【００３６】
　ＳＩＰサーバ７０は、基地局４０を介してＩＰ電話端末２０から発信者の正規番号およ
び着信者の仮番号を受信した場合に、着信相手の仮番号に対する正規番号への変換要求を
電話番号管理サーバ１００に行い、着信相手の正規番号を取得した場合には、取得した着
信相手のＩＰ電話端末に対する呼接続要求を行う。
【００３７】
　電話番号管理サーバ１００は、ユーザの正規番号を管理し、サービス制御サーバ６０ま
たはＳＩＰサーバ７０から着信相手の仮番号変換要求を受信した場合には、着信相手の仮
番号を正規番号に変換し、変換した着信相手の正規番号をサービス制御サーバ６０または
ＳＩＰサーバ７０に通知する装置である。なお、ここでは説明の便宜上、一台の電話番号
管理サーバ１００のみを示すが、負荷等を分散するために、複数の電話番号管理サーバを
設置して電話番号管理を行っても良い。
【００３８】
　次に、本実施例にかかる電話番号管理サーバの構成について説明する。図２は、本実施
例にかかる電話番号管理サーバの構成を示す機能ブロック図である。同図に示すように、
この電話番号管理サーバ１００は、通信部１１０と、認証処理部１２０と、記憶部１３０
と、編集処理部１４０と、ユーザグループ管理部１５０と、ワンタイム番号管理部１６０
と、履歴情報管理部１７０とを有する。
【００３９】
　通信部１１０は、所定の通信プロトコルを利用して、サービス制御サーバ６０およびＳ
ＩＰサーバ７０と通信を行う処理部であり、認証処理部１２０は、電話端末１０またはＩ
Ｐ電話端末２０からのアクセスを受付けた場合に、記憶部１３０に記憶されたＩＤ／パス
ワード管理表１３０ａを基にして、ユーザ認証を行う処理部である。
【００４０】
　図３は、ＩＤ／パスワード管理表１３０ａの一例を示す図である。同図に示すように、
ＩＤ／パスワード管理表は、「グループＩＤ（Identification）」および「パスワード」
からなる。ここで、グループＩＤは、ユーザが所属するグループを識別するための情報で
あり、パスワードは、権利者を認証するための情報である。具体的には、グループＩＤ「
ＡＡＡ」に対応するパスワードが「ｘｘｘｘ」であり、グループＩＤ「ＢＢＢ」に対応す
るパスワードが「ｙｙｙｙ」であり、グループＩＤ「ＣＣＣ」に対応するパスワードが「
ｚｚｚｚ」である。
【００４１】
　編集処理部１４０は、認証処理部１２０を介して、電話端末１０またはＩＰ電話端末２
０からユーザ情報の新規登録・修正などにかかわる要求を受付けた場合に、電話端末１０
またはＩＰ電話端末２０から受信する登録情報を加入者番号管理表１３０ｂに登録する処



(6) JP 4504238 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

理部である。ここで、登録情報には、ユーザを識別するための情報（ユーザ名など）、正
規電話番号、メールアドレス、グループＩＤ、リダイアルを認めるか否かの情報が含まれ
る。
【００４２】
　図４は、加入者番号管理表１３０ｂの一例を示す図である。同図に示すように、この加
入者番号管理表１３０ｂは、「ユーザ名」、「正規番号」、「メールアドレス」、「グル
ープＩＤ」、「リダイアル」および「仮番号」からなる。ここで、ユーザ名は、ユーザを
識別するための情報（ユーザの名前）を示し、正規番号は、ユーザ名に対応する正規番号
の情報を示し、メールアドレスは、ユーザ名に対応するメールアドレスの情報を示し、グ
ループＩＤはユーザ名に対応するグループＩＤを示し、リダイアルは、リダイアルを認め
るか否かの情報を示し、仮番号はユーザ名に対応する仮番号の情報を示す。
【００４３】
　例えば、ユーザ名「Ａ」に対応する正規番号は「０９０－ａａａａ―ｘｘｘｘ」、メー
ルアドレスは「○○○○」、グループＩＤは「ＡＡＡ」、リダイアル「不可」、仮番号「
なし（未決定）」である。なお、ユーザ名「Ｂ～Ｅ」に関する説明は省略する。ところで
、図４より、ユーザ名「Ａ、Ｂ、Ｃ」のユーザはグループＩＤ「ＡＡＡ」によって特定さ
れるグループに属し、ユーザ名「Ｄ、Ｅ」のユーザはグループＩＤ「ＢＢＢ」によって特
定されるグループに属する。
【００４４】
　ユーザグループ管理部１５０は、認証処理部１２０を介して電話端末１０またはＩＰ電
話端末２０から着信相手の仮番号通知要求を受付けた場合に、着信相手の仮番号を要求元
の電話端末１０またはＩＰ電話端末に通知する処理部である。
【００４５】
　具体的には、ユーザグループ管理部１５０は、電話端末１０またはＩＰ電話端末２０か
ら着信相手の仮番号通知要求を受付けた場合に、加入者番号管理表１３０ｂのユーザ名の
一覧を要求元の電話端末に表示させる。そして、いずれかのユーザ名が選択された場合に
は、選択されたユーザ名をワンタイム番号管理部１６０に渡す。
【００４６】
　そして、ユーザグループ管理部１５０は、ワンタイム番号管理部１６０から着信相手の
ユーザ名に対応する仮番号を取得し、取得した仮番号を仮番号要求もとの電話端末に通知
すると共に、仮番号を加入者番号管理表に登録する。
【００４７】
　なお、ユーザグループ管理部１５０は、電話端末１０またはＩＰ電話端末２０から仮番
号通知要求を受付けた場合に、加入者番号管理表１３０ｂに登録されたユーザ名を全て一
覧表示させるのではなく、同グループに所属するユーザ名のみを表示させても良い。例え
ば、ユーザ名「Ａ」のユーザから仮番号通知要求を受付けた場合には、同じグループに属
するユーザ名「Ｂ、Ｃ」を表示することもできる。
【００４８】
　ワンタイム番号管理部１６０は、仮番号を生成すると共に、電話端末１０またはＩＰ電
話端末２０から受信した着信相手の仮番号を正規番号に変換する処理部である。具体的に
は、ワンタイム番号管理部１６０は、ユーザグループ管理部１５０からユーザ名を取得し
た場合に、該ユーザ名に対応する仮番号を生成し、生成した仮番号をユーザグループ管理
部１５０に渡す。また、ワンタイム番号管理部１６０は、仮番号通知要求元のユーザに対
する仮番号（すなわち、発信元の正規番号に対応する仮番号）も生成する。なお、仮番号
の番号体系は、「サーバの認識番号＋ランダム値」となる。
【００４９】
　そして、ワンタイム番号管理部１６０は、仮番号を生成した際に、同一の仮番号が存在
するか否かを加入者番号管理表１３０ｂを基に判定し、同一の仮番号が加入者番号管理表
１３０ｂに存在する場合には、仮番号を同一でない仮番号に変更する。
【００５０】
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　また、ワンタイム番号管理部１６０は、ワンタイム番号管理表１３０ｃに仮番号の利用
状況を記録する。図５は、ワンタイム番号管理表１３０ｃの一例を示す図である。同図に
示すように、このワンタイム番号管理表１３０ｃは、「通番」、「正規番号」および「利
用状況」からなる。ここで、正規番号は仮番号を利用中の正規番号を示し、利用状況は、
仮番号の利用状況を示す。
【００５１】
　例えば、図５より、通番「２」の正規番号「０９０－ｘｘｙｙ－ｚｚｚｚ」は仮番号を
「使用中」であり、通番「３」の正規番号「０９０－ｘｘｘｘ－ｙｙｙｙ」は仮番号を「
使用中」でありかつ、仮番号の存続期間が「３日」であることを示す。ワンタイム番号管
理部１６０は、存続期間を、図４に示した加入者番号管理表１３０ｂのリダイアルを参照
して設定する。
【００５２】
　ワンタイム番号管理部１６０は、仮番号を生成した場合に、仮番号に対応する正規番号
の利用状態を「使用中」に設定し、仮番号を設定してから所定期間後に利用状況を「未使
用」に設定しなおすと共に、未使用に設定しなおした正規番号に対応する仮番号を加入者
番号管理表１３０ｂから消去する。なお、利用状況が図５の通番「３」のように日数（図
５の例では３日）で登録されている場合には、登録してから３日後に利用状況を「未使用
」設定しなおすと共に、未使用に設定しなおした正規番号に対応する仮番号を加入者番号
管理表１３０ｂから消去する。
【００５３】
　更に、ワンタイム番号管理部１６０は、認証処理部１２０を介して電話端末１０または
２０から着信相手の仮番号および発信者の正規番号を受信した場合には、加入者番号管理
表１３０ｂを基にして、仮番号に対応する正規番号を検索し、検査した正規番号をサービ
ス制御サーバ６０またはＳＩＰサーバ７０に通知する。例えば、図４より、受信した仮番
号が「０１２０－ｘｘｘｘ－ｙｙｙｙ」の場合には、正規番号は「０９０－ｂｂｂｂ－ｙ
ｙｙｙ」となる。
【００５４】
　また、ワンタイム番号管理部１６０は、着信相手の正規番号をサービス制御サーバ６０
またはＳＩＰサーバに通知する際に、発信者の仮番号を通知するか否かを加入者番号管理
表１３０ｂの「リザーブ」を基に判定する。
【００５５】
　すなわち、ワンタイム番号管理部１６０は、リザーブが「不可」になっている場合は、
電話番号管理サーバ１００の識別情報と着信相手の正規番号とをサービス制御サーバ６０
またはＳＩＰサーバ７０に通知し、リザーブが「Ｒｅｓｅｒｖｅ」になっている場合には
、発信者のワンタイム番号（この場合、電話番号管理サーバ１００は、発信者の正規番号
および加入者番号管理表１３０ｂを基にして、発信者のワンタイム番号を検索する）と、
着信相手の正規番号とをサービス制御サーバ６０またはＳＩＰサーバ７０に通知する。
【００５６】
　履歴情報管理部１７０は、発信者および着信者に対する通話履歴を履歴情報管理表１３
０ｄに登録すると共に、電話端末１０またはＩＰ電話端末２０から履歴情報通知要求を受
付けた場合には、履歴情報管理表１３０ｄにかかわる情報を要求元の電話端末に通知する
処理部である。
【００５７】
　図６は、履歴情報管理表１３０ｄの一例を示す図である。同図に示すように、この履歴
情報管理表１３０ｄは、「グループＩＤ」と、「ユーザ名」と、「通番」と、「着信相手
」と、「発信時刻」と、「発信相手」と、「着信時刻」とからなる。
【００５８】
　例えば、グループＩＤ「ＡＡＡ」に属するユーザ名「Ａ」のユーザは、通番「１」に関
して、着信相手「Ｂ」に「２００４年１２月２０日１１時５分」に発信し、発信相手「Ｃ
」から「２００４年１２月２０日１３時４０分」に着信を受付けた旨が記録されている。
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なお、図６に関するその他の説明は省略する。
【００５９】
　次に、本実施例にかかる電話番号管理サーバ１００が行うユーザ情報の登録処理につい
て説明する。図７は、電話番号管理サーバ１００が行うユーザ情報の登録処理を示すフロ
ーチャートである。同図に示すように、認証処理部１２０が、電話端末１０またはＩＰ電
話端末２０からアクセス要求を受付けた場合には、図８に示す認証画面１００ａを要求元
の電話端末に表示する（ステップＳ１０１）。図８は、電話番号管理サーバ１００がアク
セス要求元の電話端末に表示させる画面の一例を示す図である。
【００６０】
　そして、認証処理部１２０がグループＩＤおよびパスワードを取得し（ステップＳ１０
２）、ＩＤ／パスワード管理表１３０ａを基にして、グループＩＤおよびパスワードが正
しいか否かを判定し（ステップＳ１０３）、グループＩＤおよびパスワードが正しくない
場合には（ステップＳ１０３，Ｎｏ）、ステップＳ１０１に移行する。
【００６１】
　一方、グループＩＤおよびパスワードが正しい場合には（ステップＳ１０３，Ｙｅｓ）
、図８に示すメニュー画面１００ｂを表示し（ステップＳ１０４）、メニュー画面１００
ｂの「編集メニュー」が選択された場合に、アドレス帳編集メニュー１００ｃを表示し、
アドレス帳編集メニュー１００ｃの「新規登録」が選択された場合に、登録フォーム１０
０ｄを表示させる（ステップＳ１０５）。
【００６２】
　そして、編集処理部１４０は、登録フォーム１００ｄに登録された登録情報を取得し（
ステップＳ１０６）、取得した登録情報を加入者番号管理表１３０ｂに登録し（ステップ
Ｓ１０７）、登録情報にリダイアル設定があるか否かを判定する（ステップＳ１０８）。
【００６３】
　登録情報にリダイアル設定がある場合には（ステップＳ１０８，Ｙｅｓ）、加入者番号
管理表１３０ｂのリダイアル期間を「Ｒｅｓｅｒｖｅ」に設定し（ステップＳ１０９）、
登録情報にリダイアル設定がない場合には（ステップＳ１０８，Ｎｏ）、加入者番号管理
表１３０ｂのリダイアル期間を「不可」に設定する（ステップＳ１１０）。
【００６４】
　このように、認証処理部１２０がユーザ認証を行い、編集処理部１３０が登録フォーム
１００ｄに入力された登録情報を加入者番号管理表１３０ｂに登録するので、登録情報を
適切かつ効率的に登録することができる。
【００６５】
　なお、図７のステップＳ１０４において、アドレス帳編集メニュー１００ｃの「変更・
削除」が選択された場合には、編集処理部１４０は、図９に示すように、変更・削除画面
１００ｅを表示する。図９は、アドレス帳編集メニューの「変更・削除」が選択された場
合の画面の一例を示す図である。
【００６６】
　そして、変更・削除画面１００ｅからユーザが選択された場合に（図９では、ユーザＣ
が選択された場合を示す）、選択されたユーザに対応する変更画面１００ｆを表示させ、
編集処理部１４０は、加入者番号管理表１３０ｂの登録情報変更後、変更確認画面１００
ｇを電話端末に表示させる。
【００６７】
　次に、本実施例にかかる電話番号管理サーバが仮番号を生成する場合の処理について説
明する。図１０は、電話番号管理サーバ１００が仮番号を生成する場合の処理手順を示す
フローチャートである。同図に示すように、認証処理部１２０が、電話端末１０またはＩ
Ｐ電話端末２０からアクセス要求を受付け、認証画面１００ａを要求元の電話端末に表示
する（ステップＳ２０１）。
【００６８】
　そして、認証処理部１２０がグループＩＤおよびパスワードを取得し（ステップＳ２０
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２）、ＩＤ／パスワード管理表１３０ａを基にして、グループＩＤおよびパスワードが正
しいか否かを判定し（ステップＳ２０３）、グループＩＤおよびパスワードが正しくない
場合には（ステップＳ２０３，Ｎｏ）、ステップＳ２０１に移行する。
【００６９】
　一方、グループＩＤおよびパスワードが正しい場合には（ステップＳ２０３，Ｙｅｓ）
、メニュー画面１００ｂを表示し（ステップＳ２０４）、メニュー画面１００ｂの「アド
レス帳／履歴」が選択された場合に、図１１に示すアドレス／履歴画面１００ｈを表示す
る。図１１は、アドレス／履歴画面の一例を示す図である。
【００７０】
　そして、アドレス／履歴画面１００ｈの「アドレス帳」が選択された場合には、図１２
に示す登録ユーザ一覧画面１００ｉを表示する（ステップＳ２０５）。図１２は、登録ユ
ーザ一覧画面１００ｉの一例を示す図である。なお、図１２に、登録ユーザ一覧画面１０
０ｉのＨＴＭＬ（Hyper  Text  Markup  Language）もあわせて表示する。
【００７１】
　続いて、ユーザグループ管理部１５０は、登録ユーザ一覧画面１００ｉ中のユーザ選択
を受付け（ステップＳ２０６）、選択されたユーザに対応する情報を加入者番号管理表１
３０ｂから取得すると共に、ユーザ名をワンタイム番号管理部１６０に通知する（ステッ
プＳ２０７）。
【００７２】
　そして、ワンタイム番号管理部１６０は、仮番号を生成し（ステップＳ２０８）、生成
した仮番号を仮番号要求元の電話端末に通知する（ステップＳ２０９）。図１３は、ワン
タイム番号管理部１６０が着信相手の仮番号を通知した場合に、電話端末に表示される通
知画面の一例を示す図である。
【００７３】
　なお、図１３に、通知画面１００ｊのＨＴＭＬもあわせて表示する。このＨＴＭＬ中の
下線部１００ｋには、着信相手の仮番号が含まれており、電話端末のユーザは、通知画面
１００ｊの「発信」を選択することによって、自動で仮番号が電話番号管理サーバ１００
に送信され、容易に着信相手と通話することができる。
【００７４】
　このように、ユーザグループ管理部１５０がユーザ名一覧を表示し、ワンタイム番号管
理部１６０が選択されたユーザ名に対する仮番号を生成し、生成した仮番号を要求元の電
話端末に送信するので、ユーザは効率よく、着信相手の仮番号を取得することができる。
【００７５】
　次に、本実施例にかかる電話番号管理システムの通話確立に対する処理について説明す
る。図１４は、電話番号管理システムの通話確立処理の処理手順を示すフローチャートで
ある。なお、図１４では一例として、電話端末１０が着信相手の電話端末に対する呼接続
要求を行った場合を示す。同図に示すように、交換機５０は、電話端末１０から発信者の
正規番号および着信相手の仮番号を受付け（ステップＳ３０１）、InitialDPをサービス
制御サーバ６０に送信する（ステップＳ３０２）。
【００７６】
　そして、サービス制御サーバ６０が、交換機５０からInitialDPを受信し（ステップＳ
３０３）、着信相手の仮番号に対する仮番号変換要求を電話番号管理サーバ１００に送信
し（ステップＳ３０４）、電話番号管理サーバ１００が仮番号変換要求を受信する（ステ
ップＳ３０５）。
【００７７】
　続いて、電話番号管理サーバ１００が仮番号変換処理（着信相手の仮番号を正規番号に
変換する）を行い（ステップＳ３０６）、仮番号変換応答をサービス制御サーバ６０に送
信する（ステップＳ３０７）。
【００７８】
　そして、サービス制御サーバ６０は、仮番号変換応答を受信し（ステップＳ３０８）、
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番号変換した情報（発信者の正規番号および着信者の正規番号）を交換機５０に送信し（
ステップＳ３０９）、交換機５０は、番号変換した情報を受信し（ステップＳ３１０）、
着信相手の電話端末に対する呼接続処理を行う（ステップＳ３１１）。
【００７９】
　このように、発信者は、着信相手の正規番号を知らない場合であっても、着信相手の仮
番号を電話番号管理サーバ１００に要求し、要求した仮番号を利用することによって、着
信相手と通話を行うことができ、利用した仮番号は所定期間内に無効となるので、電話番
号に対する安全性を向上させることができる。
【００８０】
　なお、着信者は、電話番号管理サーバ１００から発信者の仮番号の通知を受付けた場合
には、該仮番号を利用してリダイアルする。また、着信者は、電話番号管理サーバ１００
から電話番号管理サーバ１００の識別情報のみを受付けた場合には、電話番号管理サーバ
１００に履歴情報を要求し、発信者にリダイアルする。
【００８１】
　電話番号管理サーバ１００の履歴情報管理部１７０は、履歴情報要求を受付けた場合に
は、要求元の電話端末に図１５に示す着信履歴画面１００ｌを表示させる。図１５は、着
信履歴画面１００ｌの一例を示す図である。そして、ユーザ名が選択された場合には、履
歴情報管理部１７０は、ワンタイム番号管理部１６０に選択されたユーザ名に対する仮番
号生成要求を行い、生成された仮番号を要求元の電話端末に送信する。
【００８２】
　上述してきたように、本実施例にかかる電話番号管理サーバ１００は、着信相手に対す
る仮番号の通知要求を受付けた場合には、ワンタイム番号管理部１６０が着信相手に対す
る仮番号を生成し、生成した仮番号を要求元の電話端末に送信する。そして、発信者側の
電話端末１０から着信相手の仮番号と発信者の正規番号とを取得した場合には、ワンタイ
ム番号管理部１６０が着信相手の仮番号を正規番号に変換し、発信者および着信者の正規
番号を交換機５０に通知するので、電話番号などの個人情報の流出を防ぐと共に、迅速か
つ効率的に発信者と着信者との通話を確立させることができる。
【００８３】
（付記１）ユーザの電話番号に関する情報を管理する電話番号管理装置であって、
　ユーザの正規の電話番号である正規番号と該正規番号に対する仮の電話番号である仮番
号とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　着信相手の仮番号と該仮番号発信者の正規番号とを取得した場合に、取得した着信相手
の仮番号に対応する正規番号を前記記憶手段から検索すると共に、検索した正規番号に対
応する着信相手と、発信者との通話を確立する通話確立手段と、
　を備えたことを特徴とする電話番号管理装置。
【００８４】
（付記２）着信相手の仮番号通知要求を受付けた場合に、該着信相手に対応する仮番号を
生成する仮番号生成手段を更に備えたことを特徴とする付記１に記載の電話番号管理装置
。
【００８５】
（付記３）前記仮番号生成手段は、発信者に対する仮番号を生成し、該発信者の仮番号に
よるリダイアルを認めるか否かを設定することを特徴とする付記２に記載の電話番号管理
装置。
【００８６】
（付記４）前記仮番号生成手段は、前記仮番号に有効期限を設定することを特徴とする付
記２または３に記載の電話番号管理装置。
【００８７】
（付記５）前記記憶手段は、発信者を識別する発信者識別情報および発信した日時の情報
である発信日時情報と、着信者を識別する着信者識別情報および着信した日時の情報であ
る着信日時情報とを履歴情報として更に記憶することを特徴とする付記１～４のいずれか
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一つに記載の電話番号管理装置。
【００８８】
（付記６）ユーザの電話番号に関する情報を管理する電話番号管理プログラムであって、
　ユーザの正規の電話番号である正規番号と該正規番号に対する仮の電話番号である仮番
号とを関連付けて記憶部に記憶する記憶手順と、
　着信相手の仮番号と該仮番号発信者の正規番号とを取得した場合に、取得した着信相手
の仮番号に対応する正規番号を前記記憶部から検索すると共に、検索した正規番号に対応
する着信相手と、発信者との通話を確立する通話確立手順と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする電話番号管理プログラム。
【００８９】
（付記７）着信相手の仮番号通知要求を受付けた場合に、該着信相手に対応する仮番号を
生成する仮番号生成手順を更にコンピュータに実行させることを特徴とする付記６に記載
の電話番号管理プログラム。
【００９０】
（付記８）前記仮番号生成手順は、発信者に対する仮番号を生成し、該発信者の仮番号に
よるリダイアルを認めるか否かを設定することを特徴とする付記７に記載の電話番号管理
プログラム。
【００９１】
（付記９）前記仮番号生成手順は、前記仮番号に有効期限を設定することを特徴とする付
記７または８に記載の電話番号管理プログラム。
【００９２】
（付記１０）前記記憶手順は、発信者を識別する発信者識別情報および発信した日時の情
報である発信日時情報と、着信者を識別する着信者識別情報および着信した日時の情報で
ある着信日時情報とを履歴情報として更に記憶部に記憶することを特徴とする付記６～９
のいずれか一つに記載の電話番号管理プログラム。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　以上のように、本発明にかかる電話番号管理装置は、互いに正規の電話番号を知ること
なく通話する必要のある電話システムなどに対して有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本実施例にかかる電話番号管理システムのシステム構成を示す図である。
【図２】本実施例にかかる電話番号管理サーバの構成を示す機能ブロック図である。
【図３】ＩＤ／パスワード管理表の一例を示す図である。
【図４】加入者番号管理表の一例を示す図である。
【図５】ワンタイム番号管理表の一例を示す図である。
【図６】履歴情報管理表の一例を示す図である。
【図７】電話番号管理サーバが行うユーザ情報の登録処理を示すフローチャートである。
【図８】電話番号管理サーバがアクセス要求元の電話端末に表示させる画面の一例を示す
図である。
【図９】アドレス帳編集メニューの「変更・削除」が選択された場合の画面の一例を示す
図である。
【図１０】電話番号管理サーバが仮番号を生成する場合の処理手順を示すフローチャート
である。
【図１１】アドレス／履歴画面の一例を示す図である。
【図１２】登録ユーザ一覧画面の一例を示す図である。
【図１３】ワンタイム番号管理部が着信相手の仮番号を通知した場合に、電話端末に表示
される通知画面の一例を示す図である。
【図１４】電話番号管理システムの通話確立処理の処理手順を示すフローチャートである
。
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【図１５】着信履歴画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００９５】
　１０　　電話端末
　２０　　ＩＰ電話端末
　３０，４０　　基地局
　５０　　交換機
　６０　　サービス制御サーバ
　７０　　ＳＩＰサーバ
１００　　電話番号管理サーバ
１１０　　通信部
１２０　　認証処理部
１３０　　記憶部
１３０ａ　ＩＤ／パスワード管理表
１３０ｂ　加入者番号管理表
１３０ｃ　ワンタイム番号管理表
１３０ｄ　履歴情報管理表
１４０　　編集処理部
１５０　　ユーザグループ管理部
１６０　　ワンタイム番号管理部
１７０　　履歴情報管理部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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